
基本理念

人権とは：一人ひとりが人間らしく生きていくために、生まれ

ながらにして持っている大切な権利

人が個人として尊重され、安全で安心して安定した

生活を送るために欠くことのできないもの

基本理念：真に人権が尊重される明るい社会をつくる

キーワード：全ての人の人権が尊重され、安心して生活できる

社会づくり

ポイント：１「一人ひとりが尊重される社会」

２「互いに認め合って共に生きる社会」

性格

「高知県人権尊重の社会づくり条例」第５条に規定により、知

事が定める。

●県の人権施策の基本的な考え方と推進方向を示す。

●県の分野別方針や計画等と密接に関連を持っている。

●個別の人権課題の施策について、推進方針と取組を示す。

●県民や企業等に連携・協働を求めていく。

県の推進

体制

●有識者による「高知県人権尊重の社会づくり協議会」

●庁内組織としての「高知県人権施策推進委員会」

市町村の責務と県との連携

（公財）高知県人権啓発センターとの連携・協働

県民、企業等との連携

「人権に関する実

態」の公表

県内の人権侵害の実態などについて、県のホーム

ページ等において公表する。

人権施策の取組の

進捗管理

人権施策の取組について、ＰＤＣＡサイクルによ

る進捗管理を行い、県のホームページ等において

公表する。

「人権に関する県

民意識調査」の実施

５年ごとに「人権に関する県民意識調査」を実施

し、その調査結果については、県のホームページ

等において公表する。

基本方針の見直し ５年ごとに必要な見直しを行う。

学校教育
●発達段階に即した人権教育の推進

●人権教育の研究推進

●相談支援体制の充実

●教職員に対する研修会等の充実

社会教育
●家庭における人権感覚の定着と家庭教育

支援体制の充実

●地域社会における人権教育の推進

●人権教育の指導内容、指導方法の工夫・改

善

人権啓発

●企業等への啓発

●県民への啓発

●高知型地域共生社会の実現に向けた取組

●人権に関わりの深い職業に従事する職員

の研修等

●相談機関の充実・周知

●相談機関の連携強化

●相談員の能力の向上・人材育成

●専門機関による保護・支援の充実

●差別事象への対応力の強化

●相談窓口・支援機関等一覧

体系表

人権教育・

啓発の推進

人権教育

人権啓発

相談・支援体制の充実

基本方針

推進体制

等の整備

人 権 施 策

の点検と

見直し

基
本
方
針
の
考
え
方
・
推
進
体
制

人
権
施
策
の
基
本
的
な
方
向
性
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同和問題は人権問題の重

要な課題の一つであるとの

認識のもと、その解決に向

けた取組を推進し、差別の

ない安心して生活できる社

会の実現を目指します。

①同和問題への正しい理解と認識を深

める教育・啓発活動の推進

②同和問題に関する相談・支援体制の

充実

家庭や職場、地域などあ

らゆる場面で、女性の人権

がその他の性と対等に尊重

され、配偶者等からの暴力

や、性暴力被害への対策、

困難な問題を抱える女性へ

の支援を通じて、女性が尊

厳と誇りを持って生きられ

る社会の実現を目指しま

す。

①性別に関わらず平等に人権を尊重す

る教育・啓発の推進

②あらゆる分野への女性の参画の推進

③女性に対するあらゆる暴力の根絶と

包括的な支援体制の充実

子ども一人ひとりが人間

として尊重され、人権が守

られるなかで安全安心に成

長できる環境づくりを推進

し、子どもがお互いの人権

を尊重する社会の実現を図

ります。

①子どもの人権を尊重した教育の推進

②子ども自身が自他を大切にし、社会を

生き抜く力を身につける教育の推進

③いじめ、不登校、体罰根絶などの対策

の推進

④子どもの人権に関する社会的関心の

喚起、意識啓発の推進

⑤親子の対話やふれあい、地域社会での

生活体験や自然体験の機会の充実

⑥児童虐待防止対策の推進

⑦子どもに関する相談・支援体制の充実

高齢者の人権が尊重さ

れ、安全安心に健康で生き

がいをもって生活していけ

る社会の実現を図ります。

①高齢者への理解を深める教育・啓発の

推進

②世代を越えた交流やふれあいの機会

の充実

③高齢者の雇用や社会参加の促進

④高齢者の人権擁護・権利擁護等に関す

る取組の充実

障害のある人もない人も

共に支え合い、安心して、

いきいきと暮らせる「共生

社会」の実現を目指します。

①障害及び障害のある人に対する正し

い理解や、合理的配慮の提供等に関す

る普及・啓発の推進

②身近な地域での相談・支援体制の充実

や権利擁護に関する取組の推進

③障害のある子どもと障害のない子ど

もが共に学び、共に育つ交流及び共同

学習の推進

④障害のある子どもの自立や社会参加

に向けた主体的な取組を支援する視

点に立った特別支援教育の推進

⑤障害のある人の雇用の促進や働きや

すい環境の整備

⑥社会のあらゆる場面におけるアクセ

シビリティ（利用のしやすさ）環境の

整備

⑦「ひとにやさしいまちづくり」の推進
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患者・感染者が差別を受

けることなく、安心して治

療を受け、地域で共に生活

できる社会の実現を図りま

す。

①エイズ等の感染症について正しい知

識を身に付ける教育の推進

②感染予防対策を通じた啓発活動の実

施や正しい情報の提供

③エイズ患者・ＨＩＶ感染者への相談・

支援体制の充実

ハンセン病元患者等が差

別を受けることなく、安心

して生活できる社会の実現

を図ります。

①ハンセン病についての正しい知識を

身に付ける教育の推進

②ハンセン病についての正しい知識の

普及・啓発活動の推進

③ハンセン病元患者等への支援体制の

充実

新たな感染症が発生した

場合、感染症の患者等が差

別や偏見を受けることな

く、安心して生活できる社

会の実現を図ります。

①新たな感染症についての正しい知識

を身に付ける教育の推進

②新たな感染症についての正しい知識

の普及・啓発活動の推進

③新たな感染症患者等への支援体制の

充実

多様な文化や民族の違い

を理解し、外国人にとって

も安心して暮らしやすい、

差別や偏見のない社会の実

現を図ります。

①多様な文化を理解し合う教育・啓発の

推進

②外国人との交流やふれあいの機会の

充実

③外国人が暮らしやすい地域社会づく

りの推進

④外国人に関する相談・支援体制の充実

犯罪被害者等の受けた被

害の早期回復・軽減を図る

とともに、犯罪被害者等を

県民全体で支え、安心して

生活できる社会の実現を図

ります。

①犯罪被害者等の人権を守るための教

育・啓発活動の推進

②犯罪被害者等への相談・支援体制の充

実

インターネットによる人

権侵害について、その予防

と対応に努め、被害者にも

加害者にもならない安心し

て生活できる社会の実現を

図ります。

①インターネットによる人権侵害を予

防するための教育・啓発の推進

②インターネットによる人権侵害への

対策の推進

③インターネットに関する相談・支援体

制の充実

災害時においても、全て

の人の人権が守られ、安心

して生活が送れる社会の実

現を図ります。

①災害時の人権への配慮に関する教

育・啓発の推進

②人権の視点に立った災害時の対応に

関する体制づくりの推進

社会全体が、性的指向や

性自認を理由とする偏見や

差別をなくし、多様性が尊

重される社会の実現を図り

ます。

①性の多様性についての理解を深める

ための教育・啓発の推進

②性的指向や性自認を理由とした偏見

や差別に関する相談・支援体制の充実

アイヌの人々、刑を終えて出所した人、北朝鮮当局による拉致問題等、

ホームレス、人身取引、職場におけるハラスメント、その他の人権課

題（自死遺族に対する人権侵害、貧困問題、プライバシーや個人情報

の保護など）

身
近
な
人
権
課
題
ご
と
の
人
権
施
策
の
推
進

感
染
症
患
者
等

ハンセ

ン病

外国人

犯罪被害者等

インターネットに

よる人権侵害

災害と人権

性的指向・

性自認

様々な

人権課題

新型コ

ロナウ

イルス

感染症

等

エイズ・

HIV

134


